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児童相談所における

一時保護の
実務と法的対応
こども中心のソーシャルワークと
保護者支援・司法審査
　 岩佐嘉彦　大畑亮祐　進藤千絵 編著

● 2025 年 6 月施行「一時保護時の司法審査」（2025 年 5 月「一時保護ガイドライン」改正）
完全対応。

● 一時保護施設の運用を、現場の実務と法律の両面から詳説。　

こどもの福祉に取り組む弁護士、自治体・児童相談所等職員、研究者等が
一時保護の実務と法的対応を徹底解説
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